
かりや市議会だよりかりや市議会だより 令和元年11月１日令和元年11月１日 第152号第152号 （2）（3）

一般会計の内訳 （前決算年度対比） 各会計別の決算額

財政力指数指数

（年度）

刈谷市

県下平均
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　自治体の財政力の能力を示す数値
　“１”を超えるほど財政が健全である
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民生費
172億9,200万円
29.2%（3.7%減）

土木費
115億9,700万円
19.6%（7.5%増）

総務費
73億5,800万円
12.4%（10.5%増）

衛生費
51億4,700万円
8.7%（3.0%減）

商工費など
22億3,500万円
3.7%（16.1%増）

市民税など
376億7,900万円
58.5%（7.9%増）国・県からの

支出金など
125億1,200万円
19.4%（4.9%減）

分担金・負担金など
99億500万円
15.4%（22.2%減）

市債（借金）
17億7,700万円
2.8%（36.7%減）

給食費などの諸収入
25億100万円
3.9%（4.8%増）

消防費
15億7,300万円
2.6%（2.7%増）

公債費
10億5,100万円
1.8%（24.8%減）

議会費
3億9,400万円
0.7%（1.4%減）

教育費
126億200万円
21.3%（12.5%減）

歳　出
592億4,900万円

歳　入
643億7,400万円

平成30年度決算を認定
 一般会計で歳入が歳出を51億円上回る

代表監査委員による意見陳述

　

本
会
議
で
の
説
明
後
、

全
議
員
で
構
成
す
る
決

算
審
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、企
画
総
務
、

福
祉
産
業
、
建
設
、
市

民
文
教
の
４
分
科
会
を

設
置
し
ま
し
た
。
分
科

会
で
は
代
表
監
査
委
員

の
出
席
の
も
と
、
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

25
日
の
決
算
審
査
特

別
委
員
会
で
は
、
分
科

会
で
の
審
査
結
果
を
踏

ま
え
、
採
決
を
行
い
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
、後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
刈

谷
城
復
元
に
反
対
を
表
明
し
て
い
る

立
場
で
あ
る
こ
と
、
家
計
の
消
費
や

賃
金
が
減
少
し
て
い
る
状
況
の
中
、

議
員
報
酬
が
増
額
さ
れ
た
こ
と
に
反

対
を
表
明
し
て
い
る
立
場
で
あ
る
こ

と
、
保
育
は
公
的
保
育
で
や
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
立
場
で
あ
る
こ

と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
反
対
の

立
場
で
あ
る
こ
と
、
公
立
保
育
園
の

給
食
調
理
を
す
べ
て
民
間
に
委
託
し

て
い
る
こ
と
、
国
民
健
康
保
険
制
度

は
、
誰
も
が
保
険
証
を
持
つ
こ
と
が

保
障
さ
れ
た
重
要
な
制
度
で
あ
る
の

に
、
国
が
財
源
を
引
き
下
げ
、
抜
本

的
な
改
善
を
せ
ず
に
市
民
に
負
担
を

強
い
て
い
る
こ
と
、
年
齢
で
医
療
保

険
を
分
断
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
反
対
の
立
場
で
あ
る
こ
と
、
介

護
保
険
料
が
上
が
り
、
お
金
を
払
え

な
い
方
に
も
課
せ
ら
れ
る
つ
ら
い
制

度
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
反

対
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
起

立
採
決
し
ま
し
た
結
果
、
賛
成
多
数

に
よ
り
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
決
算
議
案
に
つ
い
て

は
、
反
対
意
見
は
な
く
原
案
の
と
お

り
認
定
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
項
目

■
企
画
総
務
分
科
会

　

愛
知
県
自
治
体
共
同
情
報
化
事
業

の
概
要
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
調
査
研

究
の
内
容
、
市
公
式
ポ
ー
タ
ル
ア
プ

リ
「
あ
い
か
り
」
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

件
数
及
び
目
標
値

■
福
祉
産
業
分
科
会

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
１
食
当
た
り
の
費

用
負
担
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事

業
の
概
要
、
行
方
不
明
高
齢
者
等
Ｓ

Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
利
用
実

績■
建
設
分
科
会

　

茶
屋
川
公
園
が
作
ら
れ
た
経
緯
と

目
的
、
亀
城
公
園
再
整
備
事
業
の
調

査
検
討
業
務
の
内
容
、
緑
の
街
並
み

推
進
事
業
の
概
要
、
刈
谷
市
の
水
道

料
金
が
安
価
な
理
由

■
市
民
文
教
分
科
会

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
枚
数
、

歴
史
博
物
館
の
常
設
展
示
室
及
び
祭

り
展
示
室
の
入
室
者
数
、
子
ど
も
・

若
者
支
援
地
域
協
議
会
の
内
容
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
登
録
者
数

決
算
議
案
（
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
）

一般会計・特別会計の決算額

会計名 歳　入
（前決算年度対比）

歳　出
（前決算年度対比）

形式収支
（歳入歳出差引額）

一般会計 643億7,400万円
（▲2.5%）

592億4,900万円
（▲1.9％） 51億2,500万円

特別会計 235億7,600万円
（▲5.6%）

208億6,700万円
（▲4.8%） 27億900万円

刈谷小垣江駅東部
土地区画整理事業

8億7,300万円
（▲19.7%）

1億円
（▲65.4%） 7億7,300万円

刈谷野田北部
土地区画整理事業

2億2,500万円
（▲8.0%）

2,300万円
（▲10.6%） 2億200万円

国民健康保険 125億4,500万円
（▲10.6%）

112億5,200万円
（▲9.6%） 12億9,300万円

後期高齢者医療 16億7,800万円
（＋0.8%）

16億5,700万円
（▲0.2%） 2,100万円

介護保険 82億5,500万円
（＋4.0%）

78億3,500万円
（＋4.7%） 4億2,000万円

企業会計の決算額

会計名 区分 収　入
（前決算年度対比）

支　出
（前決算年度対比）

水道事業
収益的 28億4,300万円

（▲2.7%）
26億1,900万円
（＋0.2%）

資本的 4億2,900万円
（▲7.5%）

11億200万円
（＋9.0%）

下水道事業
収益的 37億1,100万円

（▲0.2%）
36億4,200万円
（＋0.4%）

資本的 15億7,200万円
（＋24.4%）

23億6,500万円
（▲11.8%）

〈国・県からの支出金などの内訳〉国庫支出金、県支
出金、地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株
式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、自動車取
得税交付金、地方特例交付金、地方交付税、交通安全
対策特別交付金
〈分担金・負担金などの内訳〉分担金及び負担金、使
用料及び手数料、財産収入、寄附金、繰入金、繰越金

〈商工費などの内訳〉
商工費、農林水産業費、労働費、災害復旧費、諸支出
金、予備費
（注）それぞれの数字は四捨五入してそろえたため、

総額や割合に一致していない場合があります。

監
査
委
員
の
意
見
〔
要
旨
〕

＝
一
般
会
計
・
特
別
会
計
＝

　

平
成
30
年
度
の
財
政
状
況
を
財
政

指
標
で
み
る
と
、
財
政
力
指
数
は

１
．
26
で
０
．
12
ポ
イ
ン
ト
低
下
し

た
も
の
の
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い

る
。
ま
た
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

示
す
経
常
収
支
比
率
は
74
．
２
％
で

５
．
３
ポ
イ
ン
ト
、
実
質
公
債
費
比

率
は
△
３
．
０
％
で
０
．
７
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
、
そ
れ
ぞ
れ
さ
ら
に
良
好

な
数
値
と
な
り
、
財
政
構
造
の
健
全

性
は
引
き
続
き
高
い
水
準
に
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
。

　

今
後
の
行
政
経
営
に
つ
い
て
、
歳

入
に
お
い
て
は
、
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
に
伴
う
景
気
へ
の
影
響
や
、
法
人
市
民
税
の
一
部
国
税
化
の
割
合
拡
大
に

よ
る
市
税
収
入
の
減
少
も
懸
念
さ
れ
る
。
引
き
続
き
、
市
税
の
収
納
率
を
高
い

水
準
で
維
持
す
る
こ
と
及
び
国
等
の
補
助
制
度
の
積
極
的
な
活
用
や
、
新
た
な

財
源
の
創
出
に
も
努
め
ら
れ
た
い
。
歳
出
に
お
い
て
は
、
市
民
の
安
心
安
全
に

関
す
る
経
費
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
関
す
る
経
費
、
住
環

境
、
都
市
基
盤
整
備
に
関
す
る
経
費
、
産
業
、
歴
史
・
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

な
ど
ま
ち
の
活
性
化
に
関
す
る
経
費
等
が
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
は
今
後

も
必
要
で
あ
る
。
事
業
の
予
算
化
・
実
施
に
お
い
て
、
情
報
収
集
、
分
析
に
よ

り
、
事
業
の
必
要
性
や
新
た
な
技
術
を
生
か
し
た
事
業
運
営
を
十
分
に
検
討
し

た
上
で
、「
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」
を
改
め
て
意
識
し
、
世
代
間
や
地

域
間
等
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
、
計
画
的
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
経
営

に
努
め
、
今
後
も
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

＝
水
道
事
業
会
計
＝

　

平
成
30
年
度
の
純
利
益
は
１
億
５
，
９
９
４
万
５
千
円
で
黒
字
を
保
っ
て
い

る
。
貸
借
対
照
表
か
ら
主
要
な
経
営
指
標
を
み
る
と
、
１
０
０
％
に
近
い
ほ
ど

企
業
経
営
の
安
全
性
が
高
い
と
さ
れ
る
自
己
資
本
構
成
比
率
は
87
．
４
％
で
あ

り
、
健
全
経
営
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
短
期
債
務

に
対
す
る
支
払
能
力
を
示
す
流
動
比
率
は
６
４
５
．
１
％
で
、
理
想
比
率
と
さ

れ
る
２
０
０
％
以
上
で
あ
り
、
固
定
資
産
が
自
己
資
本
に
よ
り
ど
の
程
度
ま
か

な
わ
れ
て
い
る
か
を
み
る
固
定
比
率
に
つ
い
て
も
、
86
．
４
％
と
、
望
ま
し
い

と
さ
れ
る
１
０
０
％
以
下
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
良
好
な
数
値
を
保
っ

て
い
る
。

　

市
民
生
活
を
支
え
る
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道
事
業
が
、
さ
ら
に

魅
力
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
将
来
を
見
据
え
た
見
直
し
や
的
確
な
現
状
評

価
を
実
施
し
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
新
ビ
ジ
ョ
ン
や
経
営
戦
略
を
策
定

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
今
後
も
、
効
率
的
な
事
業
運
営
に
努
め
、
安

心
で
安
全
な
お
い
し
い
水
が
、
い
つ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
安
定
し
て
供
給
さ
れ

る
こ
と
を
望
む
。

＝
下
水
道
事
業
会
計
＝

　

平
成
30
年
度
の
純
利
益
は
１
，
６
６
４
万
８
千
円
で
黒
字
で
あ
る
。
貸
借
対

照
表
か
ら
主
要
な
経
営
指
標
を
み
る
と
、
自
己
資
本
構
成
比
率
は
68
．
７
％
で

平
成
29
年
度
の
県
平
均
が
59
．
９
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
平
均
よ
り
企
業
経

営
の
安
定
度
が
高
い
と
言
え
る
。
今
後
も
、
未
収
金
の
収
納
や
事
務
事
業
の
効

率
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
等
を
図
り
、
計
画
的
に
下
水
道
管
の
整
備
等
を
実
施

し
、
経
営
の
健
全
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

下
水
道
は
、
快
適
な
市
民
生
活
を
支
え
る
大
切
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
と

と
も
に
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
や
豪
雨
な
ど
の
浸
水
対
策
と
し
て
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
都
市
基
盤
で
あ
る
。
公
営
企
業
会
計
移
行
か
ら
２
年

目
と
な
り
、
的
確
に
経
営
状
況
・
財
政
状
況
を
把
握
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、

事
業
の
効
率
化
や
経
営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
に
、
さ
ら
に
多
面
的
に
広
い
視

野
で
の
検
討
を
推
進
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

る
こ
と
を
望
む
。

平成30年度に取り組んだ主な事業
都市環境分野・・・
都市と自然が織りなす住みよいまちづくり

市民の意見が反映された茶屋川公園

◆刈谷駅北地区の活気とにぎわいの創出のための
整備工事が、令和３年３月の建物完成に向け、
本格的に始動。
◆井ケ谷町地内に新たな街区公園として、茶屋川
公園を整備し、地域住民の憩いの場や健康づく
りの場を提供。

産業振興分野・・・
人と技術で賑わいを創り笑顔で働き続けられるまちづくり

技術を結集し、試合に臨む高校生

◆企業立地を推進するため、刈谷依佐美地区の第
２期開発検討区域において、需要に応じた開発
検討のための基礎調査を実施。
◆若年技術者の技術・技能の向上を目的とした「第
６回全国高校生コマ大戦」を開催し、人材育成
に寄与。

福祉安全分野・・・
支えあいみんなが元気で安心して暮らせるまちづくり

台風で被災した千葉県君津市へ派遣

◆高齢者福祉センター駐車場を整備することによ
り、駐車場不足を解消し、利用者の利便性を向
上。
◆災害派遣トイレネットワークプロジェクトに参
加し、トイレトレーラーを購入することで、災
害時のトイレ問題の解消を推進。

計画推進分野・・・
市民と行政の信頼と協働で築くまちづくり

刈谷市の情報を手軽に

◆社会経済情勢や市民ニーズの変化などを反映し、
新たなまちづくりの指針となる「第８次刈谷市
総合計画」の策定を開始。
◆スマートフォン向け、刈谷市公式ポータルアプ
リ「あいかり」を開発し、市政情報や緊急情報
などを効果的に提供。

教育文化分野・・・
生きる力を育み生きる喜びを実感できるまちづくり

小垣江東小学校と併設し、幅広い交流を実現

◆小学校の普通教室等に新たに空調設備を設置し、
暑さ対策を図ることにより、児童の安全と学習
環境を向上。
◆刈谷市・知立市・高浜市で肢体不自由がある児
童生徒が通学する刈谷市立の特別支援学校を開
校。

刈谷の歴史を次代へ継承

◆美術館企画展開催事業として、「金魚絵師深堀隆
介展　平成しんちう屋」をはじめ３つの企画展
を開催。　
◆刈谷の歴史と文化に触れることができる新たな
展示施設として、刈谷市歴史博物館を整備。

議
決
結
果
一
覧
表	

（
※
）
…
賛
否
が
分
か
れ
た
も
の

・
平
成
30
年
度
刈
谷
市
一
般
会
計
継
続
費
の
精
算
に
つ
い
て	

了
承

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て	

同
意

・
教
育
委
員
会
教
育
長
の
選
任
に
つ
い
て	

同
意

・
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て	

同
意

【
企
画
総
務
委
員
会
関
係
・
８
議
案
】	

す
べ
て
可
決

・
業
務
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（（
仮
称
）刈
谷
市
役
所
立
体
駐
車
場

　

設
計
施
工
業
務
）

・
刈
谷
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

　

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
※
）

・
地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

　

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
職
員
互
助
会
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

　

つ
い
て
（
※
）

・
刈
谷
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
建
設
委
員
会
関
係
・
４
議
案
】	

す
べ
て
可
決

・
刈
谷
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
下
水
道
条
例
及
び
刈
谷
市
水
道
工
事
分
担
金
徴
収
条
例
の

　

一
部
改
正
に
つ
い
て
（
※
）

・
企
業
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
水
道
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
※
）

【
市
民
文
教
委
員
会
関
係
・
５
議
案
】	

す
べ
て
可
決

・
刈
谷
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例
の一部
改
正
に
つい
て（
※
）

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の

　

整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
※
）

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
刈
谷
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

・
刈
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
平
成
30
年
度
決
算
関
係
・
９
議
案
】	

す
べ
て
認
定
及
び
可
決

・
刈
谷
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
（
※
）

・
刈
谷
市
刈
谷
小
垣
江
駅
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
刈
谷
野
田
北
部
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　

決
算
認
定
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つい
て（
※
）

・
刈
谷
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つい
て（
※
）

・
刈
谷
市
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
（
※
）

・
刈
谷
市
水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

・
刈
谷
市
下
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
関
係
・
５
議
案
】	

す
べ
て
可
決

・
刈
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）（
※
）

・
刈
谷
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
刈
谷
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
刈
谷
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
刈
谷
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
議
長
発
議
・
１
件
】	

決
定

・
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

【
議
員
提
出
議
案
・
３
件
】	

す
べ
て
可
決

・
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

　

制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

・
国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

・
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書


